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９
月
定
例
会
で
「
妊
婦
と

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
応
援
給

付
金
の
延
長
と
恒
常
的
な
お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
の
支
援
に
関
す
る
請
願

書
」
が
、
議
員
全
員
の
賛
成
で
可

決
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

蚊
野
外
に
あ
る
金
剛
苑

が
、
12
月
11
日
を
も
っ
て

閉
じ
ら
れ
る
と
聞
い
た
が
本
当
か
。

　
何
と
か
存
続
で
き
る
よ
う
、
収

入
減
少
の
補
填
、
及
び
建
物
老
朽

化
の
修
繕
費
用
の
補
助
は
で
き
な

い
か
。

愛
知
川
小
学
校
前
の
道

路
側
溝
の
付
け
替
え
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
は
令
和
２

年
度
に
完
了
し
た
の
に
、
歩
道
橋

の
設
置
は
な
ぜ
遅
れ
た
の
か
。

11
月
に
な
っ
て
町
内
の
障

が
い
者
保
護
者
会
で
、
日

野
町
の
「
わ
た
む
き
の
里
」
を
訪

問
し
た
。
本
町
と
日
野
町
の
福
祉

施
策
に
基
づ
く
施
設
整
備
の
大
き

な
格
差
を
感
じ
た
。

　
今
後
、「
町
障
が
い
児
・
者
の

生
涯
に
わ
た
る
地
域
拠
点
の
あ
り

方
検
討
協
議
会
」
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
。

①
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

創
設
さ
れ
た
目
的
と
活
動

内
容
は
。

②
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ

ー
部
の
活
動
を
視
察
し
て
問
う
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部
か
ら
青

少
年
育
成
の
応
援
は
で
き
な
い
か
。

①
昭
和
37
年
に「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
青
少
年
の
健
全
育
成
」
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
町
で
は

合
併
後
の
平
成
18
年
5
月
14
日
に

設
立
さ
れ
た
。

　

各
団
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ

て
、
喜
び
や
楽
し
さ
を
体
験
し
協

調
性
や
創
造
性
な
ど
を
育
み
な
が

ら
、
よ
き
社
会
人
と
し
て
成
長
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
毎
年
予
算

で
財
源
充
当
先
を
定
め
て
い
る
も

の
で
、
教
育
振
興
と
し
て
財
源
充

当
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

問

問

問

問

問答

スポーツ少年団サッカー部の６年生

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
発

展
を
願
っ
て

障
が
い
児・者
の
生
涯
に

わ
た
る
地
域
拠
点
の
検
討

協
議
会
の
設
置
を
求
め
て

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
応
援

給
付
金
の
延
長
を
求
め
て

金
剛
苑
の
存
続
を
求
め
て

愛
知
川
小
学
校
前
の
歩
道

橋
の
設
置
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
、
多
く
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
あ
る
。

　

地
域
共
生
社
会
の
枠
組
み
で
、

計
画
書
に
あ
る「
地
域
や
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
に
お
け
る
ケ
ア
・
支
え
合

う
関
係
の
育
成
支
援
」
で
の
包
括

支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

手
お
り
の
里
金
剛
苑
の
閉
苑
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
今
日

ま
で
約
43
年
間
に
わ
た
り
、
町
の

伝
統
工
芸
の
歴
史
を
伝
え
、
残
し

た
い
と
い
う
熱
い
思
い
で
今
日
ま

で
営
業
を
続
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　

収
入
減
少
の
補
填
は
、
国
・
県

お
よ
び
町
が
設
け
て
い
る
事
業
者

の
方
へ
の
各
種
支
援
制
度
を
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

　

金
剛
苑
の
建
物
の
修
繕
費
用
に

か
か
る
補
助
制
度
は
該
当
す
る
も

の
が
な
い
の
で
、
各
種
の
事
業
者

支
援
制
度
の
活
用
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

に「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
」
の
活
用
に
よ
り
、
昨
年

度
と
同
様
に
町
単
独
で
上
乗
せ
給

付
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

当
該
補
正
予
算
を
12
月
定
例
会
中

に
追
加
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

橋
梁
の
詳
細
設
計
が
で
き
て
い

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

答

答

答答

ふるさと納税の一部から青少年
育成の応援はできないか

Q

町スポーツ少年団の発展を
願って

教育振興として財源充当は可能A
河村　善一河村　善一

な
か
っ
た
た
め
、
予
算
内
で
の
整

備
が
困
難
と
な
り
、
一
体
整
備
が

行
え
な
か
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
に
橋
梁
詳
細
設
計

を
行
い
、
令
和
５
年
度
に
工
事
を

発
注
し
て
早
期
に
完
成
さ
せ
た
い
。

議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

デジタル社会に向けた行政の
対応

地方自治体のデジタル社会基盤の整備
対策は

Q

利便性の向上と事務の効率化に取り組むA

高
い
還
元
率
を
う
た
い
返

礼
品
競
争
が
過
熱
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
バ
ブ
ル
」
が
は

じ
け
て
２
年
余
り
。総
務
省
が「
返

礼
品
は
地
場
産
品
に
限
る
」
な
ど

の
ル
ー
ル
を
厳
格
に
定
め
た
こ
と

で
、
多
く
の
自
治
体
が
特
産
品
を

売
り
出
す
好
機
と
み
て
知
恵
を
絞

り
始
め
た
。

　
「
返
礼
品
３
割
以
下
」「
地
域
内

で
生
産
さ
れ
た
物
品
」
な
ど
の
ル

ー
ル
の
厳
格
運
用
を
始
め
た
こ
と

を
受
け
、
各
自
治
体
が
積
極
的
に

進
め
る
現
状
だ
。
本
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
「
返
礼

品
」
の
受
領
だ
け
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
地

域
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
、
本

来
の
理
念
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
町
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
問
う
。

問

問

デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政

調
査
会
の
論
点
に
よ
る

町
の
取
り
組
み

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

政
府
は
「
成
長
を
実
感
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
国
、
地
方
の
制
度
や
経
済

社
会
の
仕
組
み
を
デ
ジ
タ
ル
時
代

に
あ
っ
た
も
の
に
作
り
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。
必

要
な
規
制
見
直
し
や
法
整
備
の
方

向
性
を
取
り
ま
と
め
、
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
に
盛
り

込
む
と
発
表
さ
れ
、「
課
題
は
ス

ピ
ー
ド
感
だ
。」
と
言
わ
れ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
臨
調
で
の
論
点
を
み

て
、
本
町
の
取
り
組
み
や
考
え
方

に
つ
い
て
問
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
ん
だ
こ
と

や
改
善
点
に
つ
い
て
。

　

デ
ジ
タ
ル
分
野
に
か
か
る
本
町

に
お
け
る
取
り
組
み
だ
が
、
昨
年

度
は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
念
頭
に
、
押
印
の
原
則
廃
止

を
前
提
と
し
た
見
直
し
方
針
に
基

づ
き
、
住
民
の
皆
様
の
利
便
性
の

向
上
と
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、

押
印
廃
止
を
進
め
る
。

　

今
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

向
け
て
、
全
庁
的
な
業
務
の
棚
卸

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
効
果

の
検
証
を
行
い
、
導
入
効
果
の
高

　

庁
舎
内
の
会
議
室
等
、
自
席
以

外
の
場
所
で
密
を
避
け
た
分
散
勤

務
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
令
和
2

年
度
か
ら
3
か
年
計
画
で
、
職
員

の
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
ノ
ー
ト
型

に
更
新
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
無
線
化
を
行
う
。
今
後

は
、
職
員
の
多
様
な
働
き
方
を
推

進
す
る
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
自

　

現
在
、
協
力
事
業
者
を
対
象
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、商
品（
返

礼
品
）
情
報
の
魅
力
発
信
強
化
に

加
え
、
新
た
な
商
品
開
発
や
既
存

商
品
の
磨
き
上
げ
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
協
力
事
業
者
の
体
制
強
化

は
も
と
よ
り
、
ま
ち
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
、
寄
付
額
の
増
加
を
図

る
た
め
、
機
運
醸
成
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
、
申
込
増
加
の
た
め
の
協

力
事
業
者
へ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

町
ふ
る
さ
と
納
税
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
お
よ
び
関
係
補
助
金
へ
の
誘

導
、
返
礼
品
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
、
今
後
の
寄
付
額
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る「
ふ
る
さ

と
納
税
応
援
事
業
業
務
」に
よ
り
、

商
品
情
報
の
魅
力
発
信
強
化
、
新

た
な
商
品
開
発
を
進
め
、
寄
付
額

の
増
加
を
図
る
。

（
副
町
長
）

（
副
町
長
）

（
商
工
観
光
課
長
）

（
商
工
観
光
課
長
）

問

問

答

答

答答

い
も
の
か
ら
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
検
討
す
る
。

　

加
え
て
、「
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
る
自

治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・

共
通
化
に
つ
い
て
も
、
令
和
７
年

度
ま
で
の
移
行
を
目
指
す
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
県
内
６
町
に
つ
い

て
は
、
滋
賀
県
６
町
行
政
情
報
シ

ス
テ
ム
ク
ラ
ウ
ド
共
同
利
用
事
業

を
通
じ
、
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

こ
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
庁
を

は
じ
め
国
の
動
向
も
見
定
め
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
低

減
に
努
め
る
。

然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
も
強
い
、

働
き
方
改
革
に
着
実
に
取
り
組

む
。

村田　定村田　定 議員議員
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